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運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧ
アクティブファンド 

 

愛称：そだてるみらい 

 
 

第２期（決算日：2022年５月25日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧ

アクティブファンド」は、去る５月25日に第２期の決

算を行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申

し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／国内／株式 

信託期間 無期限（2020年８月31日設定） 

運用方針 

日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド受益
証券への投資を通じて、主としてわが国の株
式に投資を行います。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
株式以外の資産への実質投資割合（信託財産
に属する株式以外の資産の時価総額と信託財
産に属するマザーファンド受益証券の時価総
額にマザーファンドの信託財産の総額に占め
る株式以外の資産の時価総額の割合を乗じて
得た額との合計額が信託財産の総額に占める
割合）は、原則として信託財産の総額の50％
以下とします。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

日本株ＥＳＧアクティブマザー
ファンド受益証券を主要投資対
象とします。 

マ ザ ー
ファンド 

わが国の株式を主要投資対象と
します。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には、分配を行わな
いことがあります。 
 

  

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の成長を
優先し、原則として分配を抑制する方針とします。
（基準価額水準や市況動向等により変更する場
合があります。） 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（配当込み） 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2020年８月31日 10,000 － － 2,503.59 － － － 1 

１期(2021年５月25日) 12,606 0 26.1 3,027.06 20.9 97.0 － 9 

２期(2022年５月25日) 13,772 0 9.2 3,029.53 0.1 95.8 － 97 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を有するマーケッ

ト・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指数値及びＴＯＰＩＸに係る標

章又は商標は、株式会社ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指

数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸ

が有します。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 （配当込み） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2021年５月25日 12,606 － 3,027.06 － 97.0 － 

５月末 12,666 0.5 3,034.76 0.3 97.6 － 

６月末 13,001 3.1 3,070.81 1.4 97.3 － 

７月末 12,546 △0.5 3,003.91 △0.8 97.6 － 

８月末 12,931 2.6 3,099.08 2.4 101.4 － 

９月末 13,617 8.0 3,234.08 6.8 97.1 － 

10月末 13,487 7.0 3,188.28 5.3 96.7 － 

11月末 13,054 3.6 3,073.26 1.5 100.1 － 

12月末 13,697 8.7 3,179.28 5.0 97.4 － 

2022年１月末 12,939 2.6 3,025.69 △0.0 96.8 － 

２月末 12,943 2.7 3,012.57 △0.5 99.4 － 

３月末 13,585 7.8 3,142.06 3.8 96.2 － 

４月末 13,515 7.2 3,066.68 1.3 96.5 － 

(期  末)       

2022年５月25日 13,772 9.2 3,029.53 0.1 95.8 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

運用経過
第２期：2021年５月26日～2022年５月25日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 ２ 期 首 12,606円
第 ２ 期 末 13,772円
既払分配金 0円
騰 落 率 9.2％
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

基準価額の主な変動要因

基準価額は期首に比べ9.2％の上昇となりました。
基準価額の動き

米国金利の上昇などを受けて為替が円安・米ドル高に推移したこ
とで国内株式市況が上昇したことや個別銘柄選択により組入銘柄
の株価が上昇したことが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

ロシア・ウクライナ情勢を巡る不透明感の広がりや金融引き締め
を急速に進めていく米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の姿勢への
警戒などから国内株式市況が一時的に下落したことが、一時的な
基準価額の下落要因となりました。

下落要因

銘柄要因
上位５銘柄・・・ 第一三共、三菱商事、凸版印刷、東芝、日立製作所
下位５銘柄・・・ シャープ、ヤマハ、ＮＩＰＰＯＮ　ＥＸＰＲＥＳＳホールディングス、ニフコ、

リクルートホールディングス

三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

第２期：2021年５月26日～2022年５月25日

投資環境について

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
期首から2021年９月中旬にかけては、菅
氏が自民党総裁選に立候補しない旨を示
したことで、新政権の誕生と経済対策へ
の期待が広がったことや国内における新
型コロナウイルスの新規感染者数が減少
したことなどを好感し、国内株式市況は

上昇しました。
９月下旬から期末にかけては、インフレ
圧力の強まりを受けてＦＲＢが金融引き
締めを進めていく姿勢を明確化したこと
やロシアのウクライナ侵攻による地政学
リスクの高まりなどから国内株式市況は
下落しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

  三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアク
ティブファンド
日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド
受益証券を通じて、わが国の株式に投資
しています。

  日本株ＥＳＧアクティブマザーファ
ンド
株式組入比率は、運用の基本方針にした
がい、高位を維持しました。
株式への投資にあたっては、ＥＳＧの取

り組みの改善が見込まれる企業の中から、
企業収益の成長性、株価水準等を考慮し
て、銘柄選定を行いました。
組入銘柄数は、概ね33～37銘柄程度で推
移させました。資本効率を意識した経営
への取り組みに進展の見られた北國フィ
ナンシャルホールディングスなど４銘柄
を新規に組み入れました。また、複数年
の対話の中でガバナンス強化策に進展が
見られなかったシャープなど５銘柄を全
株売却しました。

三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

当該投資信託のベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンドの基準価額と参考
指数の騰落率との対比です。
参考指数は東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）です。

（％）

2021/５/25 ～ 2022/５/25
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第２期
2021年５月26日～2022年５月25日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 3,771

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアク
ティブファンド
日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド
受益証券の組入比率は、引き続き高位を
維持する方針です。国内株式の実質組入
比率についても、概ね90％以上の水準を
維持する方針です。

  日本株ＥＳＧアクティブマザーファ
ンド
今後も経営陣への取材や綿密な企業調査
等を行い、ＥＳＧの取り組みの改善が見
込まれる企業に投資し、中長期的な値上
がり益の獲得をめざす基本方針を継続し
ます。
世界的なＥＳＧ重視の動きが拡大してお
り、今後もその動きが継続するとみてい
ます。企業のＥＳＧへの取り組み状況に
着目して銘柄選択を行ってまいります。

三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

2021年５月26日～2022年５月25日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 111 0.836 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) ( 52) (0.396) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) ( 52) (0.396) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (  6) (0.044) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 8  0.061  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (  8) (0.061) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.002  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (  0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 119  0.899  

期中の平均基準価額は、13,246円です。

三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は0.84％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.40％

運用管理費用（投信会社）
0.40％総経費率

0.84％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.04％
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― 9 ―

02_コメント-費用-TER_10pt_918118.indd   902_コメント-費用-TER_10pt_918118.indd   9 2022/07/01   9:44:222022/07/01   9:44:22



品 名：03_90003_253870_002_02_三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド_918118.docx 

日 時：2022/7/1 9:45:00 

ページ：10 
 

― 10 ― 

三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

○売買及び取引の状況 (2021年５月26日～2022年５月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド 71,767 111,501 16,726 25,581 

 
 
 

○株式売買比率 (2021年５月26日～2022年５月25日) 

 

項 目 
当 期 

日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 790,948千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,205,523千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.65   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年５月26日～2022年５月25日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 582 101 17.4 208 12 5.8 

平均保有割合 2.6%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 17千円 
うち利害関係人への支払額（B） 3千円 

（B）／（A） 20.7％   
 

（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年５月26日～2022年５月25日) 

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － － 1 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2022年５月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド 6,180 61,221 97,728 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年５月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド 97,728 99.6 

コール・ローン等、その他 412 0.4 

投資信託財産総額 98,140 100.0 
 
 
 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ＤＣ日本株ＥＳＧアクティブファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年５月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 98,140,903   

 コール・ローン等 412,846   

 日本株ＥＳＧアクティブマザーファンド(評価額) 97,728,057   

(B) 負債 169,802   

 未払信託報酬 169,288   

 その他未払費用 514   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 97,971,101   

 元本 71,137,940   

 次期繰越損益金 26,833,161   

(D) 受益権総口数 71,137,940口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 13,772円 

 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 7,173,713円 

期中追加設定元本額 88,019,757円 

期中一部解約元本額 24,055,530円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.3772円です。 

○損益の状況 (2021年５月26日～2022年５月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △         1   

 支払利息 △         1   

(B) 有価証券売買損益 2,460,575   

 売買益 2,988,943   

 売買損 △   528,368   

(C) 信託報酬等 △   240,883   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,219,691   

(E) 前期繰越損益金 55,032   

(F) 追加信託差損益金 24,558,438   

 (配当等相当額) (   2,872,437)  

 (売買損益相当額) (  21,686,001)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 26,833,161   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 26,833,161   

 追加信託差損益金 24,558,438   

 (配当等相当額) (   3,097,625)  

 (売買損益相当額) (  21,460,813)  

 分配準備積立金 2,274,723   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2021年５月26日～ 
2022年５月25日 

費用控除後の配当等収益額 655,072円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 1,564,619円 

収益調整金額 24,558,438円 

分配準備積立金額 55,032円 

当ファンドの分配対象収益額 26,833,161円 

１万口当たり収益分配対象額 3,771円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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